
G L O B A L  N U R S I N G

1948年生まれ。1971年名古屋大学法
学部卒業後、旧文部省入省。74～76年
London School of Economics大学院
留学、M.Sc取得。
OECD、在仏大使館勤務を経て、99年
文部省総務審議官。
2001年京都大学事務局長（04年理事・副
学長）、05年大学評価・学位授与機構教
授、05年より大学マネジメント研究会会長。
07年立命館副総長、10年立命館アジア
太平洋大学副学長（現在は客員教授）、
13年より梅光学院理事長、13～14年関東
学院常務理事。

岡山大学附属助産師学校卒業。助産
師として 15 年間勤務後渡英。英国テ
ムズバレー大学大学院助産学修士課程
修了（助産学修士）、大阪大学大学院
医学系研究科博士後期課程修了。博
士（保健学）。川崎医療福祉大学、兵
庫医療大学教授を経て 2017 年より本
学国際看護学部設置準備室長。アフリ
カや欧米諸国等において母子の健康支
援や子どもの人権を守る研究を多数。
JBI-Kobe センター長、International 
Learning Colaboration の国際看護共
同研究実施など。

1965年生まれ、福岡県北九州市出身。
92年九州大学医学部卒業、同学部外科
入局、97年同大学院修了（医学博士）。
98年外務省入省、タンザニア（二等書記
官兼医務官）、英国（同左、ロンドン大学
で熱帯病を履修）赴任後、02年在スーダ
ン日本大使館（一等書記官兼医務官）。
05年同省辞職、スーダンにて医療活動を
開始。
06年NPO法人ロシナンテス設立、理事
長として現在に至る。
東日本大震災後の支援活動を５年間宮
城県名取市、亘理町で行う。

1957年大阪生まれ。1982年大阪大学
医学部卒業。1995年大阪府立成人病
センター婦人科医長。1999年関西労
災病院産婦人科部長。2002年大阪大
学医学部保健学科教授（現在まで）。
2010年大阪大学医学部保健学科学科
長（2012年まで）2011年大阪大学グロー
バルコラボレーションセンターセンター長
（2014年まで）
2019年４月大手前大学国際看護学部
教授（予定）
JICA事業での海外活動に従事し、現在は
モンゴルでの母子医療支援活動を行う。

大学での教育に
求めること

国際化と看護
～アタラシイ

看護教育への挑戦～

途上国での
医療支援の現状と
新学部に期待すること

パネルディスカッション（講演終了後）
「大学教育のアタラシイ未来を考える―国際化と看護―」

コーディネーター　大手前大学 学長 鳥越皓之

対　　談（講演終了後）
川原尚行氏　 大橋一友氏

OMMビル
〒540-6591
大阪市中央区大手前1-7-31
1階　グラン101・102

京阪電車「天満橋」駅 直結　
大阪メトロ谷町線「天満橋」駅直結

ナレッジキャピタル
〒530-0011
大阪市北区大深町3-1 
グランフロント大阪 北館内
タワーB10階　
カンファレンスルーム
Room B01・02

JR「大阪」駅 徒歩 3分
大阪メトロ御堂筋線「梅田」駅 徒歩3分
阪急「梅田」駅 徒歩3分
阪神「梅田」駅 徒歩5分
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本間政雄氏 鈴井江三子氏 川原尚行氏 大橋一友氏
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参加料:無料   定員:各日200名　事前申込制
国際看護学部開設記念講演会事務局 TEL.0798－32－7560
大手前大学（さくら夙川キャンパス）〒662－8552西宮市御茶家所町6－42

Webサイト（http://www.otemae.ac.jp）またはQRコードをご利用ください

13:30～15:30 13:30～15:30
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■お問い合わせ

■お申し込み
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